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新高校設置準備委員会設置要領 
 

平成１４年１０月２１日 
佐賀県教育委員会教育長決定 
一部改正 平成１７年４月 １日 
一部改正 平成１８年７月１２日 
一部改正 平成２１年４月 １日 
一部改正 平成２７年４月 １日 

（設 置） 
第１条 佐賀県立高等学校再編整備実施計画に定める再編等によって設置される高校（以下「新
高校」という。）の具体的な在り方等を検討するために、県立高等学校再編整備推進本部設置
要綱第７条の規定に基づき、新高校設置準備委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

２ 委員会は、新高校ごとに別表のとおり設置する。 
                 
（所掌事項） 
第２条 委員会は、次の各号に掲げる具体的な検討を行う。 
一 新高校の教育内容及び管理運営等に関すること 
二 新高校の施設・設備に関すること 
三 新高校への円滑な移行に関すること 
四 前号に掲げるもののほか、検討を要すること 

 
（組 織） 
第３条  委員会の委員は、再編等整備の対象となる学校（以下「再編等対象校」という。）の校
長、教職員、県教育委員会事務局関係者及び地域関係者のうちから教育長が委嘱する。 

２ 委員会には委員長及び副委員長を置き、再編等対象校関係委員の中から教育長が指名する。 
３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、副委員長がその職務を代理する。 
４ 委員長は、必要と認めるときは、委員会に作業部会を設置することができる。 
 
（会 議） 

第４条 委員会は、委員長が招集し、主宰する。 
２ 委員長は、必要と認めるときは、委員以外の者に委員会への出席を求め、その意見又は説明
を聴くことができる。 

 
（事務局） 
第５条 委員会の事務局は、委員長が所属する学校及び県立高校再編整備推進室に置く。 
 
（補 足） 
第６条 この要領に定めるもののほか、委員会及び作業部会の運営に必要な事項は委員長が委員
会に諮って定める。 
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 別表（第１条関係） 

委 員 会 名 再 編 等 対 象 校 

 伊万里地区新高校 

設置準備委員会 
 伊万里農林高等学校、伊万里商業高等学校 

 杵島地区新高校 

設置準備委員会 
 白石高等学校、杵島商業高等学校 

 新厳木高校 

 設置準備委員会 
 厳木高等学校 

 鹿島地区新高校 

 設置準備委員会 
 鹿島高等学校、鹿島実業高等学校 

 嬉野地区新高校 

 設置準備委員会 
 塩田工業高等学校、嬉野高等学校 
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嬉野地区新高校設置に向けた検討体制 

 

 

                

                     

  

                 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  

 

 

 

         

 

          

 

 

■嬉野地区新高校設置準備委員会（Ｈ２７．４月設置） 

○ 委員構成 

・両校関係者（教職員） 

・地域関係者（市町、高校ＰＴＡ・同窓会、中学校長代表等） 

・県教育委員会 

 

○ 所掌事項 

  新高校の教育内容及び管理運営等、施設・設備、新高校への円滑な移行等 

■嬉野地区新高校作業部会 

○ 委員構成  両校の教頭・担当者、県教育委員会担当者（事務局含む）  
 
○ 検討事項 

   委員会の所掌事務のうち研究指示事項 

県立高等学校再編整備推進本部 県教育 
委員会 

■校内検討委員会 

     再編対象校           再編対象校 

 

 ○ 検討事項 
   作業部会の検討事項のうち研究指示事項 

検討・協議 

検討依頼 
・ 
助言 

検討結果 
・ 
報告 

研究指示 報告 

付議等 
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嬉野地区新高校設置準備委員会委員構成 

 

No. 所属・職名 氏名 備考 

１ 
嬉野高等学校 
校長 

掛園 真樹 
委員長・学校関係者 

２ 
塩田工業高等学校 
校長 

津川 久博 
副委員長・学校関係者 

３ 
塩田工業高等学校 
教頭 

熊本 洋一 
学校関係者 

４ 
嬉野高等学校 
教頭 

原 美和 

５ 嬉野市教育長 杉﨑 士郎 嬉野市 市関係者 

６ 嬉野市副市長 中島 庸二 

７ 武雄市教育長 浦郷 究 武雄市 

８ 鹿島市教育長 江島 秀隆 鹿島市 

９ 
塩田工業高等学校 
同窓会代表 

西村 利則 
地元関係者 

10 
嬉野高等学校 
同窓会代表 

山下 芳郎 

11 
塩田工業高等学校 
ＰＴＡ代表 

荒川 博文 

12 
嬉野高等学校 
ＰＴＡ代表 

松尾 章 

13 嬉野市立塩田中学校長 植松 正鋼 中学校関係者 

14 嬉野市立嬉野中学校長 太田 公治 

15 教育総務課長 熊﨑 康春 県教委関係者 

16 教育振興課長 五反田 進 

17 教職員課長 青木 勝彦 

18 学校教育課長 大井手 広毅 

19 教育情報化支援室長 碇 浩一 

20 保健体育課長 牛島 徹 

21 県立高校再編整備推進室長 原 和弘 

22 
県立高校再編整備推進室 
教育企画監 

岩村 彰 

事 
務 
局 

塩田工業高等学校教諭 神近 正  

嬉野高等学校教諭 古家 義識 

県立高校再編整備推進室 
企画主幹 

山下 秀司 

県立高校再編整備推進室 
企画主査 

杉本 耕一郎 
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新たな生徒減少期に対応した佐賀県立高等学校再編整備実施計画（第１次） 
新高校設置準備委員会報告まとめ 

 

１ 開催日時・場所等 

 

回 地区及び再編対象校 開催日時・場所 委員 

第
10
回 

杵島地区 

・ 白石高校 

・ 杵島商業高校 

平成２９年 ３月１６日（木） 

  １０時～１１時 

白石高校 同窓会館 

学校関係委員     ４人 

地域関係委員    １２人 

県教育委員会関係委員 ７人 

鹿島地区 

・ 鹿島高校 

・ 鹿島実業高校 

平成２９年 ３月２８日（火） 

  １５時～１５時４５分 

鹿島高校 同窓会館 

学校関係委員     ４人 

地域関係委員    １０人 

県教育委員会関係委員 ８人 

嬉野地区 

・ 塩田工業高校 

・ 嬉野高校 

平成２９年 ３月２２日（水） 

  １０時５５分～１１時４５分 

塩田工業高校 同窓会館 

学校関係委員     ４人 

地域関係委員    １４人 

県教育委員会関係委員 ８人 

第
９
回 

 

伊万里地区 

・ 伊万里農林高校 

・ 伊万里商業高校 

平成２９年  ５月２６日（金） 

  １５時～１６時１５分 

伊万里農林高校 視聴覚室 

学校関係委員     ４人 

地域関係委員     ７人 

県教育委員会関係委員 ７人 

唐津地区 

・ 厳木高校 

平成２９年  ５月３１日（水） 

  １０時～１１時 

厳木高校 同窓会館 

学校関係委員     ３人 

地域関係委員     ５人 

県教育委員会関係委員 ７人 

 

 

２ 主な意見等 

 

回 地区 主な意見等 

第
10
回 
 

杵島地区 ○ 新高校の校舎名について 

 （特に意見なし） 

 ⇒現白石高等学校を「普通科キャンパス」、現杵島商業高等学校を「商業科キ 

ャンパス」とすることを了承。 

○ 学科・コース名の変更について 

 （特に意見なし） 

⇒新高校の商業科（小学科）のコース名を、「ビジネスコース」から「マーケ 

ティングコース」に変更することを了承。 

○ 「杵島地区新高校再編整備実施計画（案）」について 

（特に意見なし） 

 ⇒「杵島地区新高校再編整備実施計画（案）」について委員了承。 
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回 地区 主な意見等 

第
10
回 
 

鹿島地区 ○ 「鹿島地区新高校再編整備実施計画」について 

 ⇒「鹿島地区新高校再編整備実施計画」の内容について報告。 

○ 次年度スケジュールについて 

  来年度配布予定のリーフレットについては、中学３年生だけでなく、１，２ 

年生にも配布していただきたい。 

 

嬉野地区 ○ 「嬉野地区新高校再編整備実施計画（案）」について 

 ⇒「嬉野地区新高校再編整備実施計画（案）」の内容について報告。 

  

第
９
回 

 

伊万里地区 ○ 新高校の校名の検討について 

・ 公募は賛成である。中学生にも公募を周知するのは、これから始まる新し

い高校のことに関心を持たせることにもなり、いいことだと思う。 

⇒（校名検討方法は「公募」とすることで委員了承） 

（「校名検討における基本的な考え方」及び「校内検討委員会構成委員」につい

ては事務局案のとおり承認） 

 

○ 新高校の校章、校歌、制服の検討について 

・ 校章は、伊万里市内あるいは有田町の中学生、高校生に募集をすればおも

しろいアイデアが出てくるのではないか。また、そのことが一つの宣伝にな

ると思う。 

⇒（校内委員会で検討をすることで委員了承） 

唐津地区 ○ 学校説明会について 

・ 個別進学相談に現在の中学２年生の保護者が参加することは可能か。 

 → 希望があれば、是非参加していただきたい。 
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広報活動 
 

 

＜嬉野地区新高校開校に係る広報活動＞ 

 

 

広報内容 広報先 実施時期等

教育事務所(支所) ６／１（木）～６／２（金）訪問

市町教育委員会 ６／１（木）～６／６（火）訪問

市町立中学校
（東部14・佐賀市18）

※地元中学校は高校から訪問

６／７（水）～６／１６（金）
県教委から訪問

市町広報誌掲載 関係市町 市報うれしの５月号掲載

佐賀新聞 ６／２７（火）朝刊掲載

朝日新聞 ７／７（金）朝刊掲載

テレビ報道 サガテレビ
７／２６（水）18:00～

かちかちワイドニュースウォッチのコーナーで放送

PTA新聞掲載 佐賀県PTA連合会 佐賀県PTA新聞６・７月号掲載

中学校主催の
高校説明会

中学校１３校
（嬉野市４　鹿島市２
武雄市５　太良町１

白石町１）

５月～７月

ポスター及び
リーフレット配付

新聞掲載

資料５ 
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体験入学・入学者選抜 
 

 

１ 体験入学 

○体験入学実施状況 
校舎 塩田校舎（工業科） 嬉野校舎（総合学科）
開催日 ８月１日（火） ８月２４日（木） ８月４日（金） 

内容 

・新高校の概要説明 
・新制服（案）披露 
・各学科の実習等体験 
・部活動見学  等 

・新高校の概要説明 
・新制服（案）披露 
・各系列の実習等体験 
・部活動見学  等 

参加者
（人） 

生徒 １５３ ７ １４１
保護者 ３２ ４ １９
教職員 １２ ０ １０
その他 ０ ０ ０
合計 １９７ １１ １７０

 
 
 

２ 入学者選抜 

 ○平成３０年度入学者選抜 
嬉野高等学校【新設】 学科 人員 

募集定員 
２００人 

工業科 
機械科 ４０人 
電気科 ４０人 
建築科 ４０人 

総合学科 ８０人 
 
 ※ 特色選抜試験Ａ方式では、定員の２０％（機械科８人、電気科８人、建築科８人、総合学科１６人）
以内を募集する。 

 ※ 特色選抜試験Ｂ方式（スポーツ推進指定校枠）では、ソフトテニス男子で工業科４人以内、ソフト
テニス女子で総合学科４人以内を募集する。 

 ※ 一般選抜試験では、入学願書に機械科、電気科、建築科、総合学科で第３希望まで記入できる。 

資料６ 
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教育課程 （平成３０年度入学生教育課程表）※７月末現在で申請中のもの 
 
【機械科】 

 

全日制課程　工業科（機械）
入学年度

学年

標準単位 専門 進学 専門 進学 専門 進学
国語総合 4 ２ ２ ２ ４ ４
国語表現 3 (2)○ 0・2
現代文Ａ 2 ３ ３ ３ ３
世界史Ａ 2 ２ ２ ２
地理Ａ 2 ２ ２ ２ ２

公民 現代社会 2 ２ ２ ２ ２
数学Ⅰ 3 ３ ３ ３
数学Ⅱ 4 ２ ３ ５
数学Ａ 2 ２ ２ ２
※総合数学 2～6 ２ ２ ２
科学と人間生活 2 ２ ２ ２
物理基礎 2 ３ ３ ３ ３
物理 4 ３ ３
化学基礎 2 ２ ２
※身近な化学物質とその性質 2～4 (2)◎ 0・2
体育 7～8 ２ ２ ２ ３ ３ ７ ７
保健 2 １ １ １ ２ ２

芸術 美術Ⅰ 2 ２ ２ ２
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3 ２ ２ ２ ４ ４
英語表現Ⅰ 2 ２ ２ ２ ２ ４
英語会話 2 ２ ２

家庭 家庭基礎 2 ２ ２ ２
情報 情報の科学 2
総合 産業社会と人間 2～4 ２ ２ ２

工業技術基礎 2～6 ３ ３ ３
課題研究 2～6 ３ ３ ３ ３
実習 2～18 ６ ６ ５ ５ １０ １０
製図 2～10 ３ ２ ２ ２ ７ ５
情報技術基礎 2～6 ２ ２ ２
機械工作 2～8 ２ ２ ４
機械設計 2～8 ２ ２ ２ ２ ２ ７ ７
原動機 2～6 (2)◆ (2)○ 0・2・4
自動車工学 2～10 (2)△ 0・2
電気基礎 2～8 (2)◎ 0・2

家庭 フードデザイン 2～6 (2)△ 0・2
美術 絵画 2～6 (2)◆ 0・2

就業体験 1～6
知識及び技能審査 1～20
ボランティア活動 1～20

３０
１ １ １ １ １

佐賀県立嬉野高等学校
平成３０年度入学生

1年
２年 ３年 計

教科・科目

情報技術基礎（2単位）で代替

各学科に共通する教科・科目小計 ２０ 14・16 ２０ 12・14 ２０ 46・48・50 ６０

各
教
科
に
共
通
す
る
教
科
・
科
目

国語

地理歴史

数学

理科

保健体育

外国語

40・42・44 ３０

総合的な学習の時間 課題研究（３単位）で代替

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
教
科
・
科
目

工業

校外学習活動

主として専門学科において開設される教科・科目小計 １０ 14・16

備考
()は選択科目の単位数を示している。
※は学校設定科目

履修単位の計 ３０ ３０ ９０
特
別
活
動

ホームルーム活動(週あたりの時間数)
生徒会活動

別途計画
学校行事

１０ 16・18 １０
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【電気科】 

 

 
 

全日制課程　工業科（電気）
入学年度

学年

標準単位 専門 進学 専門 進学 専門 進学
国語総合 4 ２ ２ ２ ４ ４
国語表現 3 (2)○ 0・2
現代文Ａ 2 ３ ３ ３ ３
世界史Ａ 2 ２ ２ ２
地理Ａ 2 ２ ２ ２ ２

公民 現代社会 2 ２ ２ ２ ２
数学Ⅰ 3 ３ ３ ３
数学Ⅱ 4 ２ ３ ５
数学Ａ 2 ２ ２ ２ ２
※総合数学 2～6 ２ ２ ２ ２
科学と人間生活 2 ２ ２ ２
物理基礎 2 ３ ３ ３ ３
物理 4 ３ ３
化学基礎 2 ２ ２
※身近な化学物質とその性質 2～4 (2)◎ 0・2
体育 7～8 ２ ２ ２ ３ ３ ７ ７
保健 2 １ １ １ ２ ２

芸術 美術Ⅰ 2 ２ ２ ２
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3 ２ ２ ２ ４ ４
英語表現Ⅰ 2 ２ ２ ２ ２ ４
英語会話 2 ２ ２

家庭 家庭基礎 2 ２ ２ ２
情報 情報の科学 2
総合 産業社会と人間 2～4 ２ ２ ２

工業技術基礎 2～6 ３ ３ ３
課題研究 2～6 ３ ３ ３ ３
実習 2～18 ５ ５ ５ ５ １０ １０
製図 2～10 ２ ２ ２ ２
情報技術基礎 2～6 ２ ２ ２
電気基礎 2～8 ５ ３ ３ ８ ８
電気機器 2～6 (2)◎ 0・2
電力技術 2～8 (4)○△ 0・4
電子技術 2～8 ２ ２ ２ ２
電子計測制御 2～6 ２ ２
通信技術 2～8 (2)◆ 0・2
電子情報技術 2～8 ２ ２ ４

家庭 フードデザイン 2～6 (2)△ 0・2
美術 絵画 2～6 (2)◆ 0・2

就業体験 1～6
知識及び技能審査 1～20
ボランティア活動 1～20

３０
１ １ １ １ １

備考
()は選択科目の単位数を示している。
※は学校設定科目

履修単位の計 ３０ ３０ ９０
特
別
活
動

ホームルーム活動(週あたりの時間数)
生徒会活動

別途計画
学校行事

総合的な学習の時間 課題研究（３単位）で代替

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
教
科
・
科
目

工業

校外学習活動

主として専門学科において開設される教科・科目小計 １０ 14・16 １０ 16・18 １０ 40・42・44 ３０

情報技術基礎（2単位）で代替

各学科に共通する教科・科目小計 ２０ 14・16 ２０ 12・14 ２０ 46・48・50 ６０

各
教
科
に
共
通
す
る
教
科
・
科
目

国語

地理歴史

数学

理科

保健体育

外国語

1年
２年 ３年 計

教科・科目

佐賀県立嬉野高等学校
平成３０年度入学生
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【建築科】 

 

 
 

全日制課程　工業科（建築）
入学年度

学年

標準単位 専門 進学 専門 進学 専門 進学
国語総合 4 ２ ２ ２ ４ ４
国語表現 3 (2)○ 0・2
現代文Ａ 2 ３ ３ ３ ３
世界史Ａ 2 ２ ２ ２
地理Ａ 2 ２ ２ ２ ２

公民 現代社会 2 ２ ２ ２ ２
数学Ⅰ 3 ３ ３ ３
数学Ⅱ 4 ２ ３ ５
数学Ａ 2 ２ ２ ２ ２
※総合数学 2～6 ２ ２ ２ ２
科学と人間生活 2 ２ ２ ２
物理基礎 2 ３ ３ ３ ３
物理 4 ３ ３
化学基礎 2 ２ ２
※身近な化学物質とその性質 2～4 (2)◎ 0・2
体育 7～8 ２ ２ ２ ３ ３ ７ ７
保健 2 １ １ １ ２ ２

芸術 美術Ⅰ 2 ２ ２ ２
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3 ２ ２ ２ ４ ４
英語表現Ⅰ 2 ２ ２ ２ ２ ４
英語会話 2 ２ ２

家庭 家庭基礎 2 ２ ２ ２
情報 情報の科学 2
総合 産業社会と人間 2～4 ２ ２ ２

工業技術基礎 2～6 ３ ３ ３
課題研究 2～6 ３ ３ ３ ３
実習 2～18 ５ ５ ５ ５ １０ １０
製図 2～10 ２ ３ ３ ４ ９ ５
情報技術基礎 2～6 ２ ２ ２
建築構造 2～8 ３ (2)◆ ３・５ ３
建築計画 2～10 ２ ２ ２ ２
建築構造設計 2～9 (2)◎ ０・２
建築施工 2～7 ２ ２ (2)○ ２・４ ２
建築法規 2～5 ２ (2)△ 2・4

家庭 フードデザイン 2～6 (2)△ 0・2
美術 絵画 2～6 (2)◆ 0・2

就業体験 1～6
知識及び技能審査 1～20
ボランティア活動 1～20

３０
１ １ １ １ １

備考
()は選択科目の単位数を示している。
※は学校設定科目

履修単位の計 ３０ ３０ ９０
特
別
活
動

ホームルーム活動(週あたりの時間数)
生徒会活動

別途計画
学校行事

総合的な学習の時間 課題研究（３単位）で代替

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
教
科
・
科
目

工業

校外学習活動

主として専門学科において開設される教科・科目小計 １０ 14・16 １０ 16・18 １０ 40・42・44 ３０

情報技術基礎（2単位）で代替

各学科に共通する教科・科目小計 ２０ 14・16 ２０ 12・14 ２０ 46・48・50 ６０

各
教
科
に
共
通
す
る
教
科
・
科
目

国語

地理歴史

数学

理科

保健体育

外国語

1年
２年 ３年 計

教科・科目

佐賀県立嬉野高等学校
平成３０年度入学生
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【総合学科】 

 
 

全日制課程　総合学科

標準単位数 １年次履修単位数 ２年次履修単位数 ３年次履修単位数 合　計

4 3 2 5

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

3 3 3

2 2 2

2 2 2

2 2 2

7～8 2 2 3 7

2 1 1 2

2 △2 0・2

2 △2 0・2

3 3 2 5

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2～5 2 2

24 13 9 46

総 合 2～4 2 2

26 13 9 48

4・6 16・22 19・24 39・52

30・32 29・35 28・33 87・100

1～20

3～6 0 1 2 3

30・32 30・36 30・35 90・103

1 1 1 3

△　「美術Ⅰ」・「書道Ⅰ」から１科目選択。

科 学 と 人 間 生 活

生 物 基 礎

数 学

理 科

保 健 体 育

芸 術

　　　　　　　　　　　（１、２、３年次生）

教 科 科　　　　目

佐賀県立嬉野高等学校

必 修 科 目 合 計

校 外 学 習 活 動 知 識 及 び 技 能 審 査

総 合 的 な 学 習 の 時 間

総　　　　　　　　　計

選 択 科 目 合 計

特 別 活 動 ホームルーム活動週当たり時数

現 代 文 Ａ

世 界 史 Ａ

地 理 Ａ

現 代 社 会

数 学 Ⅰ

数 学 Ａ

履 修 単 位 数 総 計

原則履修 産 業 社 会 と 人 間

体 育

保 健

美 術 Ⅰ

書 道 Ⅰ

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅰ

英 語 表 現 Ⅰ

合 計

商 業

家 庭

情 報 社 会 と 情 報

国 語 国 語 総 合

必

履

修

科

目

家 庭 基 礎

簿 記

地 理 歴 史

公 民

外国語
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全日制課程　総合学科（選択科目一覧表）

１年 ２年 ３年 合計 １年 ２年 ３年 合計 １年 ２年 ３年 合計

数学 総合数学 2 2 2 学設 商業 マーケティング 2～4 2 2 国語 国語表現 3 2 2 4

商業 商品開発 2～4 2 2 商業 財務会計Ⅰ 2～4 4 4 理科 総合理科 2 2 2 学設

商業 簿記 2～5 4 4 商業 ビジネス情報 2～4 4 4 芸術 創作書道 2 2 2 学設

商業 原価計算 2～4 4 4 商業 電子商取引 2～4 2 2 芸術 実用書道 2 2 2 学設

商業 ビジネス情報 2～4 4 4 商業 プログラミング 2～4 4 4 外国語 中国語入門 2 2 2 学設

商業 ビジネス計算 2 2 2 学設 外国語 中国語基礎 2 2 2 学設

数学 総合数学 2 2 2 学設 商業 旅行業務Ⅰ 4 4 4 学設 商業 ビジネス基礎 2～4 2 2

商業 商品開発 2～4 2 2 商業 旅行業務Ⅱ 4 4 4 学設 商業 情報処理 2～4 2 2

商業 広告と販売促進 2～4 2 2 商業 ホテル実務Ⅰ 4 4 4 学設 商業 コンピュータグラフィックス 2 2 2 学設

商業 簿記 2～5 4 4 商業 ホテル実務Ⅱ 4 4 4 学設 商業 ビジネス実務 2 2 2                                 

商業 情報処理 2～4 2 2 商業 観光基礎 2 2 2 学設

商業 観光ビジネス実践 4 4 4 学設 商業 観光語学 2 2 2 学設

商業 観光地理 2 2 2 学設 福祉 社会福祉基礎 2～6 2 2

福祉 社会福祉基礎 2～6 2 2 4 福祉 福祉一般 2～4 2 2 学設

福祉 介護福祉基礎 2～6 3 2 5 福祉 ボランティア 2 2 2 学設

福祉 コミュニケーション技術 2～4 2 2

福祉 生活支援技術 2～12 4 6 10

福祉 介護過程 2～6 2 2 4

福祉 介護総合演習 2～6 1 2 3

福祉 介護実習 2～16 2 6 5 13

福祉 こころとからだの理解 2～12 4 5 9

※　介護実習は、１年次２単位、２年次６単位、３年次５単位、合計１３単位の校外実習がある。

※　社会福祉系列に進むものは、１年次の総合選択科目の社会福祉基礎を選択しなければならない。

社
会
福
祉
系
列

備考教科 科　　目
 選択学年

観
光
・
流
通
系
列

系
　
　
列

総　合　選　択　科　目

選択学年
教科 科　　目備考

基礎以外の科目

標準
単位
数

佐賀県立嬉野高等学校

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
系
列

基　礎　科　目

教科 科　　目
標準
単位
数

自由選択科目

備考

選択学年標準
単位
数
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制服、校章、校歌 
 

 

１ 制服  

 
○ 新制服（案） 
 

 
 

「嬉野高等学校【新設】パンフレット」より 
 
 
 

資料８ 

-14-



２ 校章 

 
   有田工業高校デザイン科に依頼済 → １０月頃決定予定 
 
 

３ 校歌 

 
   佐藤和哉氏（篠笛奏者 作曲家 嬉野市歌作成）に依頼済 → １１月頃完成予定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【佐藤和哉氏プロフィール】 公式ホームページ（https://www.kazuyasato.com/profile）による 
 
九州は佐賀県唐津市の海辺に生まれる。 
中学生で「唐津くんち」の囃子を学び、この時初めて横笛に触れる。 
ピアノ、ドラム、ギター弾き語りなど、音楽に没頭する 少年期を過ごす。 
大学卒業後、篠笛と出会い、その音色に魅了され、また、自身の想いを歌として表現するのにもっとも適
しているのがこの楽器であることに気づき、篠笛奏者の道を志す。 
現在、東京を拠点に音楽活動を展開。  
2012 年06 月には国宝・薬師寺東塔解体式典「宝珠降臨法要」にて献笛を勤める。 
近年では、作曲家としての活動も展開し、2013年NHK連続テレビ小説『ごちそうさん』主題歌「雨の
ち晴レルヤ（ゆず）」には、モチーフとして自身作曲の「さくら色のワルツ」が採用され、作曲に携わる。 
また同作は、2014年日本レコード大賞 優秀作品賞を受賞。 
2016年には、佐賀県嬉野市の曲「ふるさとの空よ」を制作。 
同年、日本コロムビアからメジャーデビュー。 
「二十一世紀ノスタルジア」と評される佐藤和哉作品の数々は、今を生きる自分の心と素直に向き合うこ
とで紡ぎだされる。 
その旋律を、素朴で優しく、しかし芯のある篠笛の音で唄いあげる“詩のない歌”は、聴く者に懐かしさ
や温かさ、優しさが万国共通のものであることを感じさせる。 
 
＜主な経歴＞ 
2017年05月 奈良 薬師寺「玄奘三蔵会大祭」伎楽にて、主役の「三蔵法師」を務める 
2017年02月～03月 全国縦断 にっぽん演歌の夢祭り にてオープニングアクトを務める 
2016年09月 日本コロムビアよりDebutアルバム『フエウタイ』を発表 
2016年01月 佐賀県嬉野市の市曲「ふるさとの空よ」を制作。作詞作曲：佐藤和哉 
2015年09月 UNIQLO 2015 アウターコレクション TVCMに起用される 
2014年12月 ゆずとの共同作曲作品「雨のち晴レルヤ」が2014年日本レコード大賞 優秀作品賞 受賞
2014年09月 2ndアルバム収録楽曲「古道」が、熊野本宮大社「瑞鳳殿」テーマ曲に決定 
2014年05月～09月 ゆずアリーナツアー2014「新世界」にサポートミュージシャンとして参加 
2013年12月 紅白歌合戦 ゆず『雨のち晴レルヤ』にハレルヤ楽団として出演 
2013年09月 ゆず『雨のち晴レルヤ』のモチーフに自身作曲「さくら色のワルツ」が採用され楽曲制作

に参加。また、同作は、NHK連続ドラマ小説「ごちそうさん」の主題歌に決定 
2012年06月 奈良 薬師寺 国宝・東塔「宝珠降臨法要」にて篠笛献笛- 
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　平成30年度 公式大会出場形態
　　　　　　検討状況

　　新嬉＝新嬉野高校
　　塩　＝現在の塩田工業高校
　　嬉　＝現在の嬉野高校

塩田校舎 嬉野校舎 校舎別

野　　球 （男子） ○ 新嬉＋塩＋嬉

サッカー （男子） ○ 新嬉＋塩

バスケットボール （男子） ○ 新嬉＋嬉、塩

バスケットボール （女子） ○ 新嬉＋嬉

バドミントン （男子） ○
新嬉＋嬉、塩

又は
新嬉＋塩、嬉

バドミントン （女子） ○ 新嬉＋嬉

バレーボール （男子） ○ 新嬉＋塩

バレーボール （女子） ○ 新嬉＋塩＋嬉

ソフトテニス （男子） ○ 新嬉＋塩

ソフトテニス （女子） ○ 新嬉＋嬉

卓　　球 （男子） ○ 新嬉＋嬉、塩

卓　　球 （女子） ○ 新嬉＋嬉

剣　　道 （男子） 〇 △ 新嬉＋塩＋嬉

剣　　道 （女子） 〇 △ 新嬉＋塩＋嬉

陸上競技 （男子） ○ 新嬉、塩、嬉

陸上競技 （女子） ○ 新嬉、塩、嬉

柔　　道 （男子） ○ 新嬉＋塩

柔　　道 （女子） ○ 新嬉＋塩

ソフトボール （女子） ○ 新嬉＋嬉

○ 新嬉＋嬉＋塩

○ 新嬉＋塩

○ 新嬉＋塩

○ 新嬉＋塩

○ 新嬉＋塩

○ 新嬉＋塩

○ 新嬉＋嬉

○ 新嬉＋嬉

○ 新嬉＋嬉

○ 新嬉＋嬉

○ 新嬉＋嬉

○ 新嬉＋嬉

○ 新嬉＋塩

○ 新嬉＋嬉

※剣道の活動場所は基本的には塩田校舎を予定しているが、女子の入部状況により調整を行う。

情報処理

茶　　道

吹奏楽

系 部名
平成30年度 活動場所

検討状況

書　　道

体
育
系

文
化
系

美　　術

新　　聞

機械研究

電気研究

建築研究

ボランティア

和太鼓

ソングリーディング

ＪＲＣ

商業技術

部活動・合同行事 
 

 

１ 部活動 

○ 平成３０年度の活動場所及び大会出場形態の検討状況 
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２ 合同行事 

○ 合同行事の検討状況 

 
 

行事 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度

1学期退任式

1学期始業式

入学式 ○ ○ ○

宿泊研修 ○ ○ ○

生徒総会 ○

高校総体壮行式 △ ○

開校記念式典 ○

野球・九州・全国大会壮行式 ○ ○

1学期クラスマッチ △

1学期終業式 △ △

芸術鑑賞 ○ ○

2学期始業式 △ △

学校祭（総練習） △ △

学校祭（当日） △ △

駅伝壮行式 △ △

全校マラソン大会 △

修学旅行 ○ ○

2学期終業式 △ △

3学期始業式 △ △

学習成果発表会 △ △

3学期クラスマッチ △ △

3学期修了式 △ △
○：合同実施で調整中
△：合同実施とするか検討中
空欄：各校舎で実施予定
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今後のスケジュールについて 
 
 
 

時期 主な項目 

Ｈ29年10月 

・佐賀県立高等学校設置条例施行（10月１日） 
（嬉野高等学校【新設】開設） 

・平成30年度佐賀県立高等学校第１回入学希望状況調査 
・新高校主催の入試説明会（中学校教員対象） 

11月 ・平成30年度佐賀県立高等学校第２回入学希望状況調査 

Ｈ30年  1月 ・第12回嬉野地区新高校設置準備委員会 

  2月 
・平成30年度佐賀県立高等学校入学者選抜試験【特色選抜】 
 （２月７日） 

3月 
・平成30年度佐賀県立高等学校入学者選抜試験【一般選抜】 
 （３月６日、７日） 

 
H30年4月 
 

佐賀県立嬉野高等学校【新設】開校 

 

資料10 
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